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本
書
は
、
法
政
大
学
川
際
Ⅱ
本
学
研
究
所
の
「
日
本
学
の
総
合
的
研
究
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
の
「
日
本
の
中
の
異
文
化
（
ア
イ
ヌ
文
化
の
成
立
と

変
容
と
の
岐
終
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
も
と
に
、
時
代
に
よ
っ

て
二
分
冊
と
し
、
一
部
の
論
文
に
つ
い
て
は
加
筆
訂
正
を
施
し
、
さ
ら
に
新

稿
を
加
え
て
、
市
販
本
と
し
て
世
に
問
う
た
も
の
の
上
巻
に
あ
た
る
。
最
終

報
告
書
は
一
般
に
は
入
手
し
が
た
か
っ
た
が
、
今
川
の
公
刊
で
容
易
に
下
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
ず
は
喜
び
た
い
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
州
・
中
川
・
九
州
を
真
ん
中
に
挟
ん
で
、
北

の
北
海
道
と
南
の
琉
球
な
ら
び
に
烏
喚
か
ら
な
る
Ⅱ
本
列
島
を
、
異
な
る
地

域
文
化
の
複
合
体
と
し
て
捉
え
、
北
と
南
か
ら
日
本
列
島
を
眺
め
る
こ
と
を

通
し
て
、
Ⅱ
本
文
化
を
相
対
化
す
る
こ
と
を
Ⅱ
的
と
す
る
〃
そ
の
な
か
で
も
、

本
書
は
、
北
の
人
々
が
創
造
し
た
文
化
に
ス
ポ
ッ
ト
を
Ⅶ
て
て
、
「
ｎ
本
史
」

の
時
代
区
分
で
古
代
か
ら
中
肚
併
行
期
の
、
日
本
の
な
か
の
「
異
文
化
」
を

析
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

榎
森
進
・
小
口
雅
史
・
澤
登
寛
聡
編

『
エ
ミ
シ
・
エ
ゾ
・
ア
イ
ヌ
ア
イ
ヌ
文
化
の

成
立
と
変
容
ｌ
交
易
と
交
流
を
中
心
と
し
て
上
』

法
政
史
学
第
七
十
一
号

新
井
隆
一

刊
行
に
あ
た
っ
て
〈
澤
登
寛
聡
〉

エ
ミ
シ
・
エ
ゾ
・
ア
イ
ヌ
－
本
巻
の
課
題
と
梗
概
ｌ
〈
榎
森
進
〉

第
一
部
エ
ミ
シ
・
エ
ゾ
・
擦
文
文
化
を
め
ぐ
っ
て

考
古
学
か
ら
み
た
ア
イ
ヌ
民
族
山
〈
天
野
哲
也
〉

東
北
北
部
に
お
け
る
エ
ミ
シ
か
ら
エ
ゾ
ヘ
の
考
古
学
的
検
討

ｌ
犬
野
徹
也
「
考
古
学
か
ら
み
た
ア
イ
ヌ
氏
族
史
」
へ
の
コ
メ
ン

ト
（
１
）
ｌ
〈
伊
藤
博
幸
〉

文
献
史
料
か
ら
み
た
「
エ
ゾ
」
の
成
立

ｌ
天
野
祈
也
「
考
古
学
か
ら
み
た
ア
イ
ヌ
氏
族
史
」
へ
の
コ
メ
ン

ト
（
２
）
ｌ
〈
小
口
雅
史
〉

渡
嶋
蝦
火
と
津
蜂
蝦
夷
〈
八
木
光
川
〉

擦
文
文
化
の
終
末
年
代
を
ど
う
考
え
る
か
〈
小
野
裕
子
〉

夷
俘
と
俘
川
〈
永
田
二

第
二
部
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
世
界

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
形
成
と
腱
附
に
関
わ
る
集
川
の
文
化
的
系
統
に

つ
い
て
〈
小
野
裕
子
・
天
野
竹
也
〉

北
海
道
東
部
に
お
け
る
「
中
世
ア
イ
ヌ
」
社
会
形
成
前
夜
の
動
向

ｌ
列
島
史
の
な
か
の
ト
ビ
ニ
タ
ィ
文
化
の
位
置
ｌ
〈
大
西
秀
之
〉

二
～
一
二
肚
紀
の
擦
文
人
は
何
を
め
ざ
し
た
か

ｌ
擦
文
文
化
の
分
布
域
拡
大
の
要
困
に
つ
い
て
ｌ
〈
瀞
井
玄
〉

ア
イ
ヌ
文
化
の
前
史
と
し
て
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

Ｉ
松
法
川
北
岸
遺
跡
を
砺
例
と
し
て
ｌ
〈
油
坂
周
一
〉

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
分
析
画
像
の
解
析
に
よ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
出
土
の
土

器
研
究
ｌ
土
器
に
含
ま
れ
る
砂
粒
の
成
分
分
析
と
産
地
同
定
Ｉ

一
一
一
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こ
こ
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
本
件
は
、
人
き
く
分
け
て
、
Ｉ
エ
ミ
シ
・
エ
ゾ
・

擦
文
文
化
を
め
ぐ
っ
て
、
Ⅱ
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
世
界
、
Ⅲ
ア
イ
ヌ
文
化
の

成
立
ｌ
北
海
道
の
中
世
ｌ
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
全
体
を
通
し
て
、
北

海
道
・
北
奥
羽
（
現
在
の
岩
手
・
秋
川
・
青
森
県
域
）
の
考
古
学
の
成
果
を

論
拠
と
し
な
が
ら
、
エ
ミ
シ
・
エ
ゾ
そ
し
て
ア
イ
ヌ
と
、
時
代
を
く
だ
り
な

が
ら
も
、
な
お
独
、
性
を
持
ち
続
け
た
北
の
文
化
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
の

所
産
な
ど
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
交
易
・
交
流
の
た
ま
も
の
に
よ
っ
て
形
成
・

展
開
さ
れ
た
と
位
置
づ
け
た
こ
と
、
そ
う
し
た
知
見
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
文
献

史
学
の
側
か
ら
も
、
い
ま
だ
定
説
を
み
な
い
、
北
奥
羽
に
お
け
る
エ
ミ
シ
か

〈
竹
内
孝
・
中
村
和
之
〉

千
島
列
島
へ
の
移
住
と
適
応

ｌ
島
唄
生
物
地
理
学
と
い
う
視
点
ｌ
〈
手
塚
薫
〉

第
一
一
一
部
ア
イ
ヌ
文
化
の
成
立
ｌ
北
海
道
の
中
肚
ｌ

「
Ⅱ
の
本
」
世
界
の
誕
雄
と
「
Ⅱ
の
本
将
軍
」
〈
小
川
雅
史
〉

和
人
地
・
上
之
国
館
跡
勝
山
館
跡
出
士
品
に
兄
る
ア
イ
ヌ
文
化

〈
松
崎
水
穂
〉

北
海
道
南
部
に
お
け
る
中
世
墓
〈
越
旧
賢
一
郎
〉

北
海
道
に
お
け
る
中
世
陶
磁
器
の
出
土
状
況
と
そ
の
変
遷〈
石
井
淳
平
〉

札
幌
市
Ｋ
三
九
遺
跡
大
木
地
点
の
中
世
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て〈
上
野
秀
一
〉

松
前
家
の
家
宝
「
銅
雀
台
瓦
硯
」
に
つ
い
て
〈
久
保
泰
〉

む
す
び
に
か
え
て
ｌ
本
書
刊
行
に
至
る
経
緯
ｌ
〈
小
口
雅
史
〉

詩
評
と
紹
介

ら
エ
ゾ
ヘ
の
転
換
と
そ
の
背
景
や
中
世
の
「
日
の
本
」
が
ど
の
地
域
を
指
す

か
な
ど
、
認
識
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
現
地
の
側
の
実
態
に
踏
み
込
ん
で

論
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
興
味
深
い
特
色
で
あ
る
。
以
卜
、
テ
ー
マ
ご
と

に
、
各
論
考
を
紹
介
し
つ
つ
、
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

Ｉ
は
、
古
代
旧
家
の
支
配
苫
層
か
ら
エ
ミ
シ
エ
ゾ
と
名
付
け
ら
れ
た
人
々

の
生
活
・
文
化
を
対
象
と
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
的
に
も
、
北
海
道
の
擦
文

文
化
と
そ
れ
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
つ
北
奥
羽
に
絞
り
込
み
、
交
易
・
交

流
か
ら
ア
イ
ヌ
前
史
に
接
近
し
た
。
ま
ず
、
擦
文
文
化
か
ら
ア
イ
ヌ
文
化
へ

の
変
遷
過
程
に
お
い
て
、
交
易
が
果
た
し
た
役
割
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
物
質
的
な
側
伽
と
と
も
に
、
そ
の
背
後
に
あ
る
生
産
、
儀
礼
な
ど
か
ら
、

ア
イ
ヌ
文
化
成
立
の
た
め
の
指
標
を
指
摘
し
た
。
そ
の
例
と
し
て
、
本
州
塵

の
鉄
鋼
な
ど
を
腱
得
す
る
た
め
に
、
海
岸
沿
い
に
集
落
が
展
開
し
、
活
発
に

交
易
品
の
生
産
を
行
っ
た
こ
と
、
道
東
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
と
擦
文
文
化
の

接
触
が
始
ま
る
時
期
に
、
飼
い
熊
送
り
な
ど
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
つ
な
が
る
儀

礼
が
創
川
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
〈
天
野
祈
也
〉
。
た
だ
し
、
擦
文

文
化
と
ア
イ
ヌ
文
化
の
机
違
点
の
一
つ
は
、
ｔ
器
の
使
川
の
右
撫
で
あ
る
が
、

擦
文
土
器
の
終
末
の
年
代
を
め
ぐ
っ
て
、
研
究
者
間
で
大
き
な
意
見
の
食
い

違
い
が
あ
る
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、
擦
文
か
ら
ア
イ
ヌ
へ
の
転
換
を
、

中
世
Ⅱ
本
海
交
易
な
ど
、
ｎ
本
列
島
や
北
東
ア
ジ
ア
規
模
の
動
き
を
含
め
た
、

よ
り
広
い
視
野
の
な
か
で
兄
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
ア
イ
ヌ
へ
向
か
う
過
程

で
、
交
易
体
制
の
強
化
が
Ｍ
ら
れ
た
一
端
は
、
鉄
鋼
の
対
価
で
あ
る
毛
皮
獣

を
捕
獲
す
る
鈷
頭
の
性
能
が
あ
が
っ
た
こ
と
に
表
れ
る
〈
小
野
裕
子
〉
。
ま
た
、

そ
れ
以
前
、
北
奥
羽
に
お
い
て
も
、
エ
ミ
シ
か
ら
エ
ゾ
ヘ
の
変
遷
が
み
ら
れ

る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
現
地
に
お
け
る
実
態
的
な
変
化
が
あ
っ
た
か
ど
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う
か
、
す
な
わ
ち
、
古
代
国
家
の
中
華
思
想
的
な
立
場
を
前
提
と
し
た
異
民

族
・
蝦
夷
ヱ
ミ
シ
）
に
対
し
て
、
エ
ゾ
は
、
古
代
国
家
の
支
配
者
層
が
現

実
的
に
別
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
と
し
て
認
識
で
き
る
人
々
で
あ
っ
た
か
が
大
き
な

論
点
で
あ
る
〈
小
口
雅
史
〉
。
そ
こ
で
、
考
古
学
の
成
果
に
よ
る
物
質
文
化
伽

で
は
、
十
世
紀
後
半
以
降
を
そ
の
職
機
と
し
て
、
北
奥
羽
の
な
か
で
も
、
奥

六
郡
・
仙
北
三
郡
と
そ
れ
以
北
で
食
脳
川
具
に
地
域
兼
が
表
れ
る
こ
と
、
北

緯
四
○
度
以
北
に
、
い
わ
ゆ
る
防
御
性
集
落
が
出
現
す
る
こ
と
な
ど
の
特
徴

を
、
エ
ゾ
の
成
立
と
関
連
づ
け
る
〈
伊
藤
博
幸
〉
。
こ
う
し
た
地
域
差
は
、
す

で
に
、
九
肚
紀
中
葉
あ
た
り
か
ら
、
奥
六
郡
・
仙
北
三
郡
の
轆
輸
成
形
塾
、

北
緯
四
○
度
以
北
の
非
轆
轤
成
形
鍵
、
北
海
道
の
擦
文
土
器
と
い
う
よ
う
に
、

ｔ
器
の
差
異
に
み
ら
れ
だ
す
と
い
う
〈
八
木
光
川
〉
。
文
献
史
学
の
側
で
は
、

エ
ゾ
の
史
料
上
の
初
見
は
、
「
延
久
蝦
夷
合
戦
」
を
記
し
た
応
徳
三
年
（
一
○

八
六
）
「
前
陸
奥
守
源
頼
俊
款
状
案
」
の
な
か
に
み
ら
れ
る
「
衣
曾
別
嶋
」
で

あ
る
。
こ
の
合
戦
以
後
、
北
奥
羽
一
桁
に
郡
郷
制
が
施
行
さ
れ
た
段
階
で
、

古
代
国
家
の
支
配
者
層
は
、
安
倍
氏
や
清
原
氏
を
含
む
奥
六
郡
・
仙
北
三
郡

と
、
そ
れ
よ
り
北
の
北
奥
羽
の
集
川
や
北
海
道
の
擦
文
文
化
の
集
川
を
、
ｎ

分
た
ち
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
を
も
つ
も
の
、
エ
ゾ
と
し
て
認

識
し
た
〈
小
Ⅱ
雅
史
〉
。
ま
た
、
遡
っ
て
、
お
よ
そ
九
世
紀
、
古
代
図
家
は
エ

ミ
シ
を
俘
川
・
夷
作
・
作
・
狄
俘
な
ど
と
多
椰
多
様
に
把
握
す
る
が
、
こ
れ

は
彼
ら
．
彼
女
ら
が
帰
降
し
た
時
期
や
集
剛
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
〈
、
水
川

一
〉
。
さ
ら
に
、
踏
み
込
ん
で
、
古
代
国
家
が
一
様
に
把
握
で
き
な
い
の
は
、

エ
ミ
シ
か
ら
エ
ゾ
ヘ
移
り
か
わ
る
過
程
に
お
い
て
、
北
奥
羽
の
人
々
が
文
化

的
な
多
元
性
を
も
っ
た
か
ら
と
捉
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
に
、
津

軽
エ
ミ
シ
は
「
其
党
多
種
」
（
「
日
本
二
代
実
録
」
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
七

法
政
史
学
第
七
十
一
号

Ｈ
Ｉ
Ｈ
条
）
、
「
日
津
軽
至
渡
鴫
。
雑
種
夫
人
」
（
「
藤
原
保
則
伝
ご
と
評
さ
れ

て
お
り
、
国
家
側
は
、
多
彩
で
雑
多
な
諸
集
団
に
よ
っ
て
、
構
成
さ
れ
て
い

（
１
）

る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
エ
ゾ
の
範
囲
を
北
海
道
の
擦

文
文
化
ま
で
含
め
る
と
、
エ
ゾ
が
の
ち
の
ア
イ
ヌ
と
つ
な
が
る
か
と
い
う
疑

問
が
出
て
く
る
〈
小
、
雅
史
〉
。
こ
の
こ
と
は
、
研
究
史
の
な
か
で
も
、
本
書

Ｉ
に
お
い
て
、
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
課
題
で
あ
り
、
今
後
、
な
お
議
論

の
余
地
が
あ
る
。

Ⅱ
で
は
、
北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
除
か
ら
知
床
、
根
室
に
か
け
て
腱

開
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
と
そ
の
後
を
受
け
て
お
よ
そ
十
世
紀
以
降
、
道
束

に
み
ら
れ
る
ト
ビ
ニ
タ
ィ
文
化
、
さ
ら
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
進
出
し
た

擦
文
文
化
に
つ
い
て
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
は
、
道
北

の
「
刺
突
文
系
」
、
道
束
の
「
貼
付
文
系
」
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
、
様
相
が
異

な
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
道
化
の
「
刺
突
文
系
」
は
サ
ハ
リ
ン
南
西
部
の
も

の
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
お
り
、
道
化
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
は
サ
ハ

リ
ン
か
ら
の
集
団
の
移
住
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ひ

と
く
く
り
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
と
い
っ
て
も
、
か
な
り
地
域
性
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
く
小
野
裕
子
・
天
野
祈
也
〉
。
こ
の
の
ち
、
お
も
に
道
束
で
成
立
し
た

ト
ビ
ニ
タ
ィ
文
化
は
、
道
央
の
擦
文
文
化
が
全
道
的
に
拡
散
す
る
な
か
で
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
と
の
接
触
・
交
流
が
小
可
分
と
な
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

が
変
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
□
そ
の
背
景
に
は
、
古
代
囚
家
の
城

柵
支
配
が
衰
退
し
た
九
世
紀
後
半
以
降
、
鉄
製
品
・
須
恵
器
な
ど
の
生
産
を

開
姑
し
た
北
奥
羽
の
エ
ミ
シ
集
川
と
擦
文
文
化
の
集
団
と
の
交
易
が
活
性
化

し
た
の
で
、
本
州
の
人
々
が
求
め
る
交
易
品
を
得
る
た
め
に
、
擦
文
文
化
が

道
束
へ
と
拡
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の

一
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集
団
も
、
交
易
品
の
生
産
を
行
い
つ
つ
、
文
化
変
容
の
道
を
選
択
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
〈
大
雨
秀
之
〉
。
そ
し
て
、
擦
文
文
化
は
、
お
よ
そ
１
｜
世
紀
前
半
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
ま
で
到
達
し
、
大
規
模
な
集
落
群
を
常
ん
だ
。
彼
ら
．

彼
女
ら
は
、
鷲
羽
な
ど
本
州
の
貴
族
・
武
士
な
ど
が
渇
望
す
る
品
々
の
狩
猟
・

生
産
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
北
奥
羽
か
ら
安
定
的
に
鉄
器
・
食
糧
な

ど
を
獲
得
し
て
い
た
く
澤
井
玄
〉
。
こ
れ
ら
と
ほ
ぼ
重
な
る
か
や
や
遡
る
時
期
、

知
床
半
島
羅
臼
の
松
法
川
北
岸
遺
跡
で
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
後
期
の
遺
構

か
ら
、
炭
化
水
製
品
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
と
く
に
、
「
熊
頭
注
口
木
製
槽
」

と
呼
ば
れ
る
ヒ
グ
マ
の
頭
部
と
シ
ャ
チ
の
背
鰭
が
彫
刻
さ
れ
た
も
の
は
、
ア

イ
ヌ
の
「
レ
プ
ン
カ
ム
イ
・
シ
ロ
シ
」
あ
る
い
は
「
イ
ト
ッ
パ
」
に
酷
似
し

て
い
る
。
近
隣
の
オ
タ
フ
ク
岩
洞
窟
で
は
、
岩
陰
の
よ
う
な
浅
い
川
窟
で
、

近
世
以
降
の
ア
イ
ヌ
の
イ
オ
マ
ン
テ
を
想
像
さ
せ
る
仔
グ
マ
飼
育
型
の
ク
マ

送
り
が
行
わ
れ
た
痕
跡
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
擦
文
文
化
と
の
接
触
が

始
ま
る
過
程
に
お
い
て
、
な
お
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
習
俗
・
信
仰
に
あ
た
る

も
の
で
、
つ
ぎ
の
ア
イ
ヌ
文
化
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
と
の
親
近
性
を
感
じ
さ

せ
る
〈
涌
坂
周
二
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
を
取
り
巻
く
交

易
・
交
流
を
理
解
す
る
た
め
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
北
器
の
生
産
地
の
同
定
の

た
め
に
、
砂
粒
成
分
の
分
析
（
竹
内
孝
・
中
村
和
之
）
、
千
島
列
島
の
鳥
蝋
環

境
や
捕
食
者
と
し
て
の
人
類
の
移
住
・
環
境
へ
の
適
応
な
ど
と
い
う
視
点
か

ら
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
〈
手
塚
薫
〉
。

Ⅲ
で
は
、
ま
ず
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
、
中
世
安
藤
氏
が
名
乗
っ
た
「
Ｈ

の
本
将
軍
」
Ｔ
エ
ゾ
を
支
配
す
る
将
軍
）
の
「
日
の
本
」
の
範
囲
は
、
蝦
夷

地
Ｔ
北
海
道
）
と
と
も
に
、
安
藤
氏
の
本
拠
の
津
軽
な
ど
も
含
ま
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
も
と
も
と
「
Ⅱ
の
本
」
は
、
七
肚
紀
後
半
か
ら
八
Ⅲ
紀
初

書
評
と
紹
介

頭
に
創
ら
れ
た
国
号
「
日
本
」
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
、
中
国
（
唐
）
に
対

す
る
束
の
果
て
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
中
枇
に
入
り
、

「
Ⅱ
本
」
を
中
心
に
、
そ
の
束
辺
辺
境
に
も
う
一
つ
の
「
Ⅱ
の
本
」
が
設
定

さ
れ
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
九
世
紀
あ
た
り
ま
で
、
津
軽
は
ほ
ぼ
「
北
方
」

と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
、
観
念
的
に
、
い
つ
「
東
方
」
に
切
り
替
わ

る
か
は
、
な
お
議
論
が
望
ま
れ
る
〈
小
口
雅
史
〉
。
中
肚
以
降
、
道
南
に
は
、

安
藤
氏
と
そ
の
配
下
の
和
人
が
進
出
し
、
剛
飢
巾
志
海
苔
か
ら
ｔ
ノ
国
の
間

に
一
二
の
館
を
築
い
た
（
Ⅱ
道
南
十
二
館
）
い
さ
ら
に
、
上
ノ
国
勝
山
館
で
は
、

一
五
・
六
世
紀
こ
ろ
の
遺
構
・
遺
物
が
大
還
に
出
土
し
、
多
種
多
様
な
貿
易

陶
磁
と
と
も
に
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
も
か
か
わ
る
什
角
器
や
ア
イ
ヌ
墓
が
検
川

さ
れ
て
い
る
□
和
人
と
ア
イ
ヌ
の
不
断
の
接
触
・
交
流
が
、
こ
の
の
ち
の
ア

イ
ヌ
文
化
の
展
開
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
〈
松
崎
水
穂
〉
。
こ

の
時
期
の
道
南
に
は
、
進
川
し
た
和
人
の
墓
と
ア
イ
ヌ
の
墓
の
向
方
が
み
ら

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
墓
擴
の
形
態
や
副
葬
船
な
ど
に
特
徴
が
あ
り
、
和
人
に
分

類
さ
れ
る
も
の
は
北
奥
羽
と
類
似
し
て
い
る
。
両
者
は
、
近
接
し
た
場
所
に

あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
が
共
通
の
意
識
を
も
っ
て
、
独
自
の
墓
制
を

倦
ん
で
い
た
の
で
あ
る
〈
越
川
賢
一
郎
〉
・
北
海
道
で
は
、
擦
文
文
化
の
終
焉

と
と
も
に
、
土
器
が
造
ら
れ
な
く
な
る
。
本
州
の
中
央
部
と
は
異
な
り
、
か

わ
ら
け
な
ど
の
中
世
土
師
器
が
欠
落
す
る
こ
と
が
、
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
遺
跡
の
年
代
や
生
活
文
化
を
知
る
う
え
で
、
砿
要
な
メ
ル
ク
マ
ー

ル
と
な
る
の
が
、
貿
易
陶
磁
で
あ
る
。
一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
前
半

の
Ｉ
期
で
は
、
積
丹
半
島
の
余
市
周
辺
、
一
四
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
中

葉
の
Ⅱ
期
で
は
、
余
市
周
辺
と
道
南
の
上
ノ
脚
町
・
松
前
町
・
函
館
市
周
辺
、

一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
吐
紀
中
葉
の
Ⅲ
期
で
は
、
道
南
の
ｋ
ノ
脚
町
・
松

一
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前
町
・
函
館
市
周
辺
に
分
布
が
集
中
す
る
。
こ
う
し
た
陶
磁
器
を
使
い
、
生

活
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
和
人
な
の
か
ア
イ
ヌ
な
の
か
、
大
き
な
問
題
で
あ

る
が
、
む
し
ろ
両
者
の
交
流
の
な
か
で
生
ま
れ
た
文
化
形
態
で
、
斉
一
的
に

区
別
す
る
の
は
難
し
い
〈
石
井
淳
平
〉
。
考
古
学
の
出
土
遺
物
を
も
っ
て
、
文

献
に
み
ら
れ
る
民
族
（
集
団
）
を
、
安
易
に
あ
て
は
め
る
べ
き
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
札
幌
市
Ｋ
三
九
遺
跡
大
木
地
点
で
は
、
擦
文
文
化
後

期
か
ら
続
く
文
化
層
が
発
見
さ
れ
、
一
四
世
紀
前
半
の
鉄
製
の
刀
・
内
耳
鍋
・

釣
針
、
鈷
頭
・
鑑
・
刺
突
具
な
ど
の
骨
角
器
、
木
器
、
イ
ネ
・
ヒ
エ
・
キ
ビ

な
ど
の
植
物
遺
存
体
、
サ
ケ
・
エ
ゾ
ジ
カ
な
ど
の
動
物
遺
存
体
が
出
土
し
て

い
る
。
こ
の
遺
構
は
、
焼
土
を
覆
う
形
で
、
厚
い
「
灰
」
の
集
積
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
送
り
場
の
可
能
性
が
あ
る
く
上
野
秀
一
〉
・
松
前
家
に
伝
わ
る
「
銅

雀
台
瓦
硯
」
は
、
中
脚
製
の
も
の
で
、
ア
ム
ー
ル
河
口
、
サ
ハ
リ
ン
を
経
由

し
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
や
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
か
か
わ
っ

た
か
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
擦
文
か
ら
ア
イ
ヌ
を
つ
な
ぐ
重
要
な

資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
〈
久
保
泰
〉
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
本
書
を
通
読
し
た
う
え
で
、
全
体
の
感
想
を
記
し
て
お

き
た
い
。
本
書
は
、
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
成
立
に
至
る
ま

で
の
交
易
・
交
流
を
、
北
奥
羽
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
（
道
東
）
、
道
南
と
い
う
北
海

道
島
の
周
縁
部
か
ら
見
通
し
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各

部
ご
と
に
Ｉ
北
奥
羽
の
エ
ゾ
、
Ⅱ
道
東
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
、
Ⅲ
中
世
の
道

南
の
和
人
社
会
が
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
形
成
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
浮
き
彫
り
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
反
面
、
考
古
学
の
成
果
の
伝
え
る
と
こ

ろ
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
、
各
論
考
が
設
定
し
た
場
面
で
の
出
土
遺
物
に
よ

る
交
易
の
事
実
は
明
確
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で

法
政
史
学
第
七
十
一
号

ア
イ
ヌ
文
化
へ
つ
な
が
る
の
か
、
道
筋
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
も
多
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
冒
頭
の
天
野
哲
也
の
論
考
で
、
「
ア
イ

ヌ
文
化
は
交
易
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
の
で
、
こ
れ

を
前
提
に
読
み
進
め
れ
ば
、
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

サ
ハ
リ
ン
か
ら
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
渡
来
、
擦
文
文
化
の
道
東
へ
の
拡
散
、

道
南
へ
の
和
人
の
進
出
な
ど
、
具
体
的
な
人
の
移
動
・
移
住
に
よ
っ
て
、
交

易
・
交
流
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
移
動
・
移
住
の
背
景
な
ど
に
迫
る
、
い
わ
ば

交
易
の
具
体
的
な
様
相
を
解
き
明
か
し
た
試
み
は
、
非
常
に
興
味
深
く
読
み

取
れ
る
ｏ

そ
こ
で
、
評
者
も
本
書
で
顕
れ
た
課
題
の
な
か
で
、
「
津
軽
に
対
す
る
方
位

観
念
」
と
「
エ
ゾ
」
に
関
連
し
て
、
若
卜
の
意
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
評
者

は
、
お
よ
そ
九
世
紀
以
降
、
北
奥
羽
の
各
地
で
、
斎
串
・
刀
形
な
ど
の
木
製

祭
祀
具
、
箸
・
曲
物
・
椀
・
農
耕
具
な
ど
の
木
製
品
の
出
土
す
る
遺
跡
群
が

（ソ］）

出
現
す
る
こ
と
に
関
、
心
を
抱
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
群
は
、
陸
奥
側
で

は
、
鎮
守
府
胆
沢
城
周
辺
の
奥
州
市
中
半
入
遺
跡
・
落
合
Ⅱ
遺
跡
を
起
点
に
、

北
上
巾
下
谷
地
Ｂ
遺
跡
、
盛
岡
市
飯
岡
林
崎
遺
跡
、
出
羽
と
の
国
境
付
近
の

北
秋
田
市
胡
桃
館
遺
跡
、
青
森
巾
野
尻
（
４
）
遺
跡
・
野
木
遺
跡
な
ど
に
み

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
陸
奥
国
の
胆
沢
城
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
お
よ
そ
の
ち

の
「
奥
大
道
」
の
ル
ー
ト
上
に
、
津
軽
ま
で
分
布
す
る
。
さ
ら
に
、
箸
・
曲

物
・
竪
杵
な
ど
の
木
製
品
は
、
津
軽
海
峡
を
越
え
て
、
札
幌
巾
Ｋ
三
九
遺
跡

な
ど
で
も
出
土
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
北
海
道
に
植
生
し

（
３
）

な
い
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
を
原
材
料
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
こ

う
し
た
木
製
品
の
分
布
は
、
一
点
日
は
陸
奥
国
か
ら
北
上
し
て
、
津
軽
、
道

央
低
地
帯
へ
と
い
う
文
化
伝
播
、
交
易
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
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と
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
陸
奥
と
津
軽
の
関
係
、
津
軽
が
い
つ
か
ら
陸
奥
、

す
な
わ
ち
「
東
方
」
に
入
る
か
と
い
う
点
に
も
か
か
わ
る
で
あ
ろ
う
。
二
点

ｎ
は
、
こ
れ
ら
が
水
辺
か
ら
出
土
す
る
こ
と
は
、
水
辺
で
の
祭
祀
が
行
わ
れ

た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
す
で
に
、
古
代
国
家
か
ら
蝦
夷
と
呼
ば
れ
た
人
々

（
エ
ミ
シ
）
は
、
七
世
紀
中
葉
の
「
日
本
書
紀
」
に
、
鶴
田
蝦
夷
の
恩
荷
が

自
ら
の
信
仰
す
る
鰐
川
浦
神
に
服
属
を
誓
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
浦

の
神
の
よ
う
な
同
然
神
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
信
仰
を
も
っ
て
い
た
。
水
辺
で
行
わ

れ
た
祭
祀
は
、
彼
ら
．
彼
女
ら
の
基
層
信
仰
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
九
世
紀
後
半
あ
た
り
か
ら
、
そ
れ
と
と
も
に
、
北
奥
羽
の
各
地
で
、

固
有
の
信
仰
に
基
づ
き
な
が
ら
、
木
製
品
を
導
入
し
た
祭
祀
方
式
・
形
態
の

再
編
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
エ
ミ
シ
か
ら
エ
ゾ
ヘ
の
転
換
点
、

す
な
わ
ち
、
当
初
の
エ
ゾ
の
人
た
ち
の
精
神
文
化
の
指
標
と
し
て
、
木
製
川

を
Ⅲ
い
た
水
辺
の
祭
祀
を
位
満
づ
け
た
い
。
こ
の
よ
う
な
木
製
川
の
分
布
か

ら
み
た
評
者
の
仮
説
か
ら
す
る
と
、
「
津
軽
Ⅱ
東
方
」
、
「
エ
ゾ
」
の
成
立
時
期

は
、
と
く
に
現
地
の
実
態
に
即
し
た
形
で
は
、
本
書
の
提
示
よ
り
も
さ
ら
に

遡
り
、
九
世
紀
後
半
く
ら
い
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
こ
の

段
階
で
、
そ
う
し
た
動
き
の
一
端
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
、
そ
の
発
端

が
胆
沢
城
周
辺
だ
と
す
る
と
、
エ
ゾ
の
南
限
は
奥
六
川
で
あ
っ
た
と
想
定
で

き
る
。
本
書
の
な
か
で
小
、
雅
史
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
○
世
紀
以
降
、

奥
六
郡
を
束
ね
た
安
倍
氏
は
、
エ
ゾ
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
多

量
な
木
製
祭
祀
共
・
木
製
品
な
ど
が
出
士
し
た
青
森
市
新
田
（
１
）
遺
跡
が

の
ち
の
「
外
ヶ
浜
」
付
近
に
形
成
さ
れ
、
「
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
○
一
四
）

二
川
七
川
条
に
は
、
鎮
守
府
将
軍
・
平
維
良
が
藤
原
道
長
に
馬
・
鷲
羽
な
ど

を
貢
納
し
た
こ
と
、
「
御
堂
関
白
記
」
長
和
四
年
二
○
一
五
）
七
Ⅱ
十
五
日

書
評
と
紹
介

条
に
は
、
藤
原
道
長
が
唐
（
未
）
の
僧
侶
・
念
救
に
「
奥
州
紹
装
」
を
送
っ

た
こ
と
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
安
倍
氏
と
ほ
ぼ
重
ね
る
時
期
に
は
、
「
奥
大
道
」

ル
ー
ト
で
の
交
易
が
、
文
献
・
考
古
の
史
資
料
の
う
え
か
ら
確
か
め
ら
札
私
。

た
だ
し
、
安
倍
氏
と
同
時
期
の
奥
六
郡
に
は
、
木
製
祭
祀
具
の
出
土
す
る

遺
跡
群
は
存
在
し
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
北
の
津
軽
に
多
く
分
布
す
る
。
木

製
祭
祀
具
に
変
わ
り
、
奥
六
部
に
は
、
仏
（
神
）
像
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
う
し
た
も
の
の
な
か
に
は
、
ノ
ミ
痕
を
意
識
的
に
残
し
、
「
カ
ミ
」
が

霊
木
の
な
か
か
ら
現
れ
る
こ
と
を
意
識
し
た
鉈
彫
り
や
北
上
巾
万
蔵
寺
の
神

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
が
み
ら
沁
紐
・
従
っ
て
、
こ
の
地
域
の
仏
像
は
、
在

（
６
）

釆
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
も
の
を
基
盤
と
し
て
製
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
安
倍
氏
を
代
表
と
す
る
奥
六
郡
の
エ
ゾ
た
ち
は
、
自
ら
の
精
神
文
化

の
表
象
、
信
仰
対
象
を
固
有
の
観
念
を
残
し
つ
つ
、
仏
像
へ
と
変
化
さ
せ
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
エ
ゾ
に
も
、
地
域
性
、
時
代
性
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
、
さ
ら
に
付
一
一
一
一
口
す
れ
ば
、
木
製
品
の
分
布
は
、
道
央
低
地
帯
の
木
製

品
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
課
題
も
生
み
出
す
。
文
化
伝
播
の
ル
ー
ト
や

北
奥
羽
の
エ
ゾ
と
の
精
神
文
化
の
共
通
性
な
ど
は
、
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

む
ろ
ん
、
道
央
低
地
帯
の
水
製
品
を
用
い
た
人
々
は
、
エ
ゾ
に
入
る
と
捉
え

ら
れ
る
Ⅱ
と
す
る
と
、
彼
ら
．
彼
女
ら
の
持
つ
信
仰
・
習
俗
が
ア
イ
ヌ
に
つ

な
が
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
書
の

な
か
で
松
崎
水
穂
が
紹
介
し
た
、
上
ノ
国
宮
ノ
沢
右
岸
で
出
士
し
た
イ
ク
パ

ス
イ
の
よ
う
な
ア
イ
ヌ
の
木
製
品
と
エ
ゾ
の
木
製
船
を
、
そ
れ
を
用
い
た
祭

祀
の
具
体
的
な
場
面
か
ら
、
比
較
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
、
エ
ゾ
と
ア
イ
ヌ

の
関
係
を
つ
な
ぐ
う
え
で
、
重
要
な
作
業
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
本
書
が

一

一七
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も
た
ら
し
て
く
れ
た
、
評
者
へ
の
宿
題
の
一
つ
で
あ
る
。
な
お
、
千
歳
巾
美
々

８
遺
跡
で
は
、
一
○
世
紀
中
葉
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
の
イ
ク
パ
ス
ィ
、
削
り

か
け
の
痕
跡
の
あ
る
木
幣
な
ど
が
川
土
し
て
い
る
。
最
も
古
い
年
代
と
す
る

と
、
擦
文
文
化
の
後
期
に
お
い
て
、
ア
イ
ヌ
文
化
と
何
様
の
儀
礼
が
行
わ
れ

て
い
た
と
も
考
え
ら
糺
泓
・

と
も
あ
れ
、
本
書
は
、
「
Ⅱ
本
史
」
の
時
代
区
分
で
の
古
代
か
ら
中
川
併
行

期
の
、
北
海
道
島
を
取
り
巻
く
交
易
・
交
流
、
す
な
わ
ち
「
擦
文
文
化
」
と

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
」
や
「
中
世
道
南
の
ア
イ
ヌ
文
化
」
の
変
遷
・
展
開
過

程
な
ど
に
関
す
る
研
究
の
現
状
を
把
掘
す
る
う
え
で
、
と
て
も
有
益
な
一
醤

で
あ
る
。
と
く
に
、
蝦
夷
征
討
、
交
易
品
の
収
奪
な
ど
、
本
州
の
古
代
・
中

仙
の
国
家
と
の
関
係
に
基
軸
を
慨
く
の
で
は
な
く
、
異
な
る
文
化
を
も
つ

人
々
の
接
触
、
交
易
・
交
流
に
よ
る
文
化
変
容
・
形
成
を
中
心
に
据
え
た
「
北

方
史
」
の
枠
組
み
の
構
築
を
目
指
し
た
点
が
、
意
義
深
く
感
じ
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
よ
り
現
地
の
文
化
・
社
会
の
実
態
に
即
し
た
歴
史
復
元
を
試
み
た
と

い
え
よ
う
。
一
方
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
例
え
ば
、
擦
文
文
化
の
道
東
へ
の
拡

大
、
ト
ビ
ニ
タ
イ
文
化
の
成
立
を
、
都
の
貴
族
が
渇
望
し
た
交
易
肺
の
生
産

と
関
連
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
道
東
か
ら
都
ま
で
つ
づ
く
、
物
流

の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
現
地
の

リ
ア
ル
な
交
易
・
交
流
の
実
相
に
突
っ
込
ん
で
理
解
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

地
域
の
文
化
形
成
か
ら
「
Ⅱ
本
史
」
そ
の
も
の
を
見
通
す
こ
と
も
可
能
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
中
央
か
ら
地
方
を
み
る
の
で
は
な
く
、
地
方
か
ら
中
央

を
み
る
視
点
を
鮮
明
に
打
ち
だ
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は

全
く
別
に
、
そ
う
し
た
「
日
本
史
」
の
時
間
軸
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
日
本

列
島
北
方
社
会
の
交
易
・
交
流
と
文
化
形
成
の
関
係
か
ら
、
人
間
の
歴
史
に

法
政
史
学
第
七
十
一
号

と
っ
て
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
見
い
だ
せ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
考
古
学
の

成
果
が
伝
え
た
そ
の
と
き
そ
の
と
き
の
人
々
の
移
動
・
移
住
と
交
易
の
様
相

に
触
れ
な
が
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
が
発
展
途
上

だ
と
感
じ
た
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
ら
擦
文
に
か
け
て
の
道
束
、
中
世
の
道
南
で
、

そ
れ
ぞ
れ
数
本
の
論
考
を
川
意
し
、
独
立
し
た
「
部
」
を
設
け
た
こ
と
は
興

味
深
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
大
雑
把
に
「
擦
文
文
化
」
↓
「
ア

イ
ヌ
文
化
」
と
さ
れ
て
き
た
文
化
変
容
の
過
程
は
、
北
海
道
島
の
な
か
で
も
、

地
域
差
・
年
代
差
が
あ
る
こ
と
が
ほ
ほ
川
碓
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
点
は
、
い
ま
だ
研
究
者
問
で
意
見
の
一
致
を
み
な
い
襟
文
士
器
の
終
末
時

期
の
問
題
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
机
当
数
の
蝦
穴
住
居

の
数
を
保
持
し
た
道
東
の
擦
文
文
化
や
上
ノ
国
周
辺
に
顕
著
な
道
南
の
ア
イ

ヌ
と
和
人
と
の
関
係
な
ど
、
道
東
や
道
南
の
歴
史
像
を
復
元
す
る
こ
と
は
、

今
後
さ
ら
な
る
裸
皿
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
止
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
広
範
な
時
代
幅
で
、
北
海
道
烏
と
そ
の
周
縁

で
形
成
さ
れ
た
多
彩
な
文
化
に
対
す
る
雁
史
的
哩
解
を
求
め
た
も
の
で
あ

り
、
評
者
の
力
鐵
で
は
、
個
別
の
論
考
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
な

し
え
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
各
論
考
を
ご
紹
介
す
る
形
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ご
容
赦
願
い
た
い
。

註（
１
）
蓑
島
栄
紀
「
津
軽
蝦
夷
の
特
質
と
交
流
ｌ
本
州
北
部
社
会
と
北
海

道
の
交
流
の
変
遷
Ｉ
」
「
古
代
国
家
と
北
方
社
会
」
古
川
仏
文
館
二

○
○
｜
年

一

八
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（
２
）
新
井
隆
一
「
古
代
北
奥
羽
の
律
令
的
祭
祀
」
「
古
代
文
化
』
五
八
’

一
二
○
○
六
年

（
３
）
藤
井
誠
二
「
札
幌
巾
出
土
の
木
製
品
」
『
新
北
海
道
の
古
代
３
擦
文
・

ア
イ
ヌ
文
化
」
北
海
道
新
聞
社
二
○
○
四
年

（
４
）
斉
藤
利
男
「
安
倍
・
清
原
・
平
泉
藤
原
氏
の
時
代
と
北
奥
世
界
の

変
貌
ｌ
奥
大
道
・
防
御
性
集
落
と
北
奥
の
建
郡
ｌ
」
「
十
和
田
湖
が
語

る
古
代
北
奥
の
謎
』
校
倉
書
房
二
○
○
六
年

（
５
）
北
上
市
立
博
物
館
『
き
た
か
み
の
古
仏
」
一
九
九
一
年

（
６
）
大
矢
邦
宣
「
古
代
北
奥
へ
の
仏
教
浸
透
に
つ
い
て
ｌ
北
緯
四
○
度

の
宗
教
世
界
」
前
掲
注
（
４
）
書

（
７
）
田
口
尚
「
ア
イ
ヌ
文
化
の
木
製
品
言
新
北
海
道
の
古
代
３
撰
文
・

ア
イ
ヌ
文
化
』
北
海
道
新
聞
社
二
○
○
四
年

書
評
と
紹
介

一

九
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